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Simulation study of role of background
magnetic field on the magneto-rotational
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Theseresultsindicatethatourfindings are applicable in the equatorialreglOnOfactualdisks.Ontheother
hand,inthepurelyazimuthalfield of stratified disks,the saturation amplitude ofthe turbulentstressisan
orderofmagnitudesmallerthan thatfor unstratified disks･W e suggestthatthis diference iscausedbythe
factthattheParker instability divertsthe magnetic flux from the disk planeto outer space and reducesMRI
activity.
This study revealsthe processes operating in M RI-induced magneticturbulence from a detailed analysis of


















1. 磁気回転不安定性の非線形段階における磁気乱流応力と磁場 ･速度 ･密度変動の空間配位の時間発展
を調べ､円盤厚み程度の波長を持っ最大成長モードが､急峻な成長 ･飽和 ･緩和を繰り返すことを示
した｡また､磁場 ･速度 ･密度変動の位相関係を解析し､非線形段階における飽和過程には､ケルビ
ン-ヘルムホルツ不安定性型のパラサイト不安定性が本質的な役割を果たすことを明らかにした｡さ
らにケルビンーヘルムホルツ不安定性との類似から､速度シアーと平行な磁場成分 (磁場の方位角成
分)が存在するときには､パラサイト不安定性の成長が抑制されることを示唆した｡
2. 磁気回転不安定性の非線形段階における磁気乱流応力が､背景磁場の鉛直成分と方位角成分の両者に
依存し､単調な依存性を示さないことを明らかにした｡特に､磁場の方位角成分で計算したプラズマ
ベータが200となる点において､磁気乱流応力が極小となることを示した｡
3. 磁気回転不安定性の非線形段階の緩和過程において､飽和過程でパラサイト不安定性により増幅した
磁場の鉛直成分が､磁気エネルギーの急速な減衰を引き起こすことを明らかにした｡また､飽和過程
における磁気乱流応力は､全磁場強度よりも寧ろ､擾乱磁場強度と高い相関を持っことを明らかにし
た｡
4. 層化型の円盤において数値実験を実行し､背景磁場が鉛直成分を持っ場合は､円盤中央面からスケー
ルハイトの2倍以内の領域においては非層化モデルと同程度の磁気乱流応力が得られ､それより外
側では､磁気回転不安定性に昏区動された円盤風が生じることを示した｡一方で､背景磁場が方位角成
分のみを持っ場合は､パーカー不安定性が磁気フラックスを円盤から剥ぎ取り､磁気回転不安定性の
活動度を下げることを示した｡
本論文は､様々な背景磁場配位における磁気回転不安定性の非線形段階における成長 ･飽和 ･緩和過程
の詳細を明らかにし､磁気乱流応力の背景磁場配位に対する非単調な依存性を初めて示した先駆性の高い
ものである｡降着円盤では背景磁場は方位角成分を持ち､円盤の時間発展に伴って方位角成分はより支配
的となる｡背景磁場配位に対する依存性を明らかにした本論文の成果は､円盤の進化に伴う磁気乱流強度
の時間発展､延いては中心天体への質量降着､円盤風､円盤ガスの混合､円盤中央面へのダスト沈殿など
の時間発展の理解に大きく寄与すると考える｡論文およびプレゼンテーションの内容は､背景となる物理
の理解､結論および将来展開への提案等､水準に達するもので､著者が自立して研究活動を行うに必要な
高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって､粛和人提出の博士論文は､博士 (理学)
の学位論文として合格と認める｡
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